（９）広報　
村報以前の広報

　江戸時代からかけて一般庶民に対するお上からの達し事は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きもいり),肝煎)によって下達されていた。この肝煎による伝達方法は、長い間定着し、昭和年代の放送設備が近代化されるまでも続けられた。

　昔は、肝煎を勤める人は、定まった人で、そのほとんどが老人であった。内容としては寄り合いの集合日時とか納税の督励まで種々様々であったが、区長の差し図のままに、各戸を伝え歩いたものである。

　昭和10年代にもなると、やがてこの専任者は姿を消し、各家庭が輪番で勤めるようになった。これに加え、急を要しない伝達事項については、回覧板によってリレー式に文書伝達される方法がとられ、現在もなお続けられている。太平洋戦争中、隣組制度と回覧板はその時代を生きて来た人たちには格別思い出深い言葉である。

　一方、昭和30年代に入ると、時代に適応した伝達方法が考案され、どの村にも部落放送用のトランペットが目にとまるようになった。園区のトランペットが城山と浜山とに設けられたのが、昭和33年9月のことである。
　その後、野外放送だけの欠点を補い、伝達を徹底させるためこれが解消策として、昭和45年ごろ、ほとんどの集落が各家庭内に拡声器を取り付けた。

　行政機関においても県庁との行政無線が開通したのが、昭和38年5月で、その年の9月に、「村報とまり」が復刊された。

村報

　「村報とまり」は村づくりの構想や実態、お知らせなどの連絡や橋渡しの役目を果たし、なお郷土の履歴書として、9月8日に第1号が発行された。当時、県内各市町村ともに広報紙発行の必要性と気運が高まり、相ついで発行されていたが、中部地区においては、昭和28年6月に第1号を発行した東郷町や、東伯町、三朝町などがいち早く広報紙発行を手掛けている。

　村報とまり第1号には、冬季就業者、いわゆる出稼ぎ労働者を募集する記事など、その時代を反映した話題がタブロイド版の片面に印刷され、裏面には県政だより7月号（41号）が印刷されている。

　その後、昭和40年2月発行の第18号からは週刊誌版にスタイルが変わり、昭和42年6月ごろから再びタブロイド版になって、紙質はこの時から上質紙が使用されるようになった。
　昭和47年4月の第102号からは、再度週刊誌版となるなど、スタイルはいろいろと変わっていったが、紙は光沢のあるコート紙が使用されるなど、保存を考えた本格的な広報紙となり、この型式は現在なお引き続いている。

　村報は、ほぼ毎月1回順調に発行され、平成元年1月号で300号を迎えた。

　近年、全国的に地方自治体の広報紙の持つ働きが重要視されるようになり、村報も行政のお知らせ版的な編集から、住民の声を取り上げ、1人でも多くの村民を登場させるなど、親しみある広報紙作りを目指しており、コンクール入賞もたびたびである。
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